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聞 一 多 と"商 籟 体"
鈴 木 義 昭
本 日は ・ 「聞 一 多 と英 米 文 学 」 と非常 に大 き な題 をつ けて しま い ま した
が,レ ジ ュメ に もお断 りしま した よ うに,「 聞一 多 と`F商 籟 体"」 とい う
題 で・ 改 め て聞 一 多 の ソネ ッ トとそ のス タイ ル を巡 る い くつ か の問題 につ
いて7発 表 させ て い た だ きます 。
と こ ろ で,商 籟 体 と は,実 は聞一 多 の造 語 で,ソ ネ ッ トの こ と を言 い ま
す。 で す か ら,商 籏 体 な ど と中 国流 に言 っ て も,ソ ネ ッ トは 中 国古 来 の詩
形 で は あ りませ ん。外 国 か.ら取 り入 れ た もの で す。 す で に・ 芦 田孝 昭 氏 が
指 摘 して お られ る よ うに・ 「商 」 は 中国 古 来 の音 階 の一 つ で あ り,「籟 」 は
松 の嵐 を想 起 させ る 優 雅 な 語 調,「 体 」 は ス タイ ル の意 味 で す 。 し か も,
「商 」 は[s肱 ㎎1・r籟 」 は 嘩il,r体 、1はltヨ です か ら,普 通,[sh且ng樹 ・
tilと 呼 ばれ ます 。 と こ ろ が,聞 一 多 の故 郷 の濡 水 地 方 の方 言 で発 音 しま
す と,[shalが[sa]と 非 捲 舌 音 化 す る と と もに,[ng】 が[nl音 化 し ます 。
また二,[1]音 が[n]音 イヒす るた め 砕こ・[3annakilと な り,`sonnet}と 音 力曳
近 くな ります 。 つ ま り,「 商 籟 体」 は,ソ ネ ッ トの 音 訳 で も あ るわ けで す 。
目本 で は,「 十 四 行 詩 」 とい う言 い方 が あ ります が,中 国 で もこれ を用 い
る入 が い ます 。 漏 至 の有 名 な詩 集 に,『 十 四 行 詩 集 エ ポ あ ります し,後 で
利用 させ て も らう,『 中国 十 四 行 詩 選 』(中 国 文連 出版 公 司 ・1988)を 書 い
た銭 光 培 は,「 商 籟 体 」,「商 籟 」 な ど と特 別 に題 名 が付 け られ た もの以 外
は,一 貫 して 「十 四行 詩 」 と呼 ん で い ます。
銭 光 培 は,そ の 「序 言 」 で,こ う述 べ ま す 。
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我可以嬌激地向世界通:"五 四"以 来的中国詩人,対 十四行達一具
有世界性的詩体的建没,巳 経徹出了自己独特的寅献。
逮是中国侍人対世界待歌的貢献。也是中国人対世界文化的貢献。
と。目臼本 で も立 原 道 造 な ど も ソネ ッ ト制作 を試 み て い ます か ら・ 多 少 オ ー
バ ー な表 現 で あ る こ と は否 め ません が,中 国 人 が ソネ ッ トを作 る こ とに熱
心 で あ った時 期 が あ った こ とは,認 めな くて はな りませ ん。 銭 光 培 は,こ
う した 制 作 熱 の起 こ った原 因 を,
中国新詩人 創造汲透 十四行詩体的自覚,是 随着中国"新 待形式這
劫"的 出現是在1926年 前后。 達一這劫的侶尋者,是 團一多,朱 湘,
刻埜華,廃 孟侃,枳 扱参加井倣出了実娯的,迂 有孤大雨,揚 子恵,朱
大栴,子 廣虞,徐 志摩等人。
と して い ま す。 た だ,近 代 中国 で最 初 に ソネ ッ トを作 った の は,創 造 社 の
発起 人 の一 人,鄭 伯 奇(1895-1979)だ と言 い ま す。 彼 は 日本 留 学 生 で,
1917年 か ら26年 まで,東 京,京 都 な ど で学 生 生活 を送 っ てい ます、 彼 の
ソネ ッ トは,「 少 年 中 国 」と い う国粋 的 傾 向 の あ る雑 誌 に掲 載 され ます 。で
は,何 故 銭 光 培 は,鄭 伯奇 を抜 いた 形 で,制 作 熱 の原 因 を述 べ た の で し よ
うか。 一 つ に は,鄭 伯 奇 恭詩 人 と して よ り,童 話 な ど弛 の分 野 で活 躍 した
こ と もあ りま し ょ う。 そ れ に,そ の ソネ ッ トが十 四行 で書 かれ て い る と い
うだ け で,厳 密 な脚 韻 が踏 まれ てい な か った こ とに も よ る の では な い で レ
よ うか。 た だ,彼 は,
涛中沸騰着詩人対台湾同胞的摯愛的熟情,也 寄托了待人対台湾同胞的
元限期望和真減的鼓励。尤其是最后函乍,宜 如予言!
の よ うに,ポ エ ジ ー の存 在 は,十 分 認 め て いた ので す が。
銭 氏 は 次 に,我 らの詩 人,聞 一 多 を二 番手 と して登 場 させ る わ けで す.
彼 は,処 女 詩 集 『紅 燭 』 か ら,「 風 波 」,「死 水』 か ら、 「休 指 着 太 陽 起 誓 』
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と 「牧 同」 とを選 んで い ます が,「 風波 」 の改 稿 前 の形,「 愛 底 風 波 」,「新
月」 に収 め られ る 「同來 」,さ らに は,『 死 水 』 に収 め られ る 「心 跳 」 は ソ
ネ ッ トニ 詩 分 の構 成 に な って い ます が,こ れ も数 え る こ とにす れ ば,合 計
六首 の ソネ ッ トを 作 って い る こ と にな るか と思 い ま す が,本 日は 「心 跳 」
を除 い た五 首 に つ い て,話 させ て いた だ き ます。 また,ブ ラ ウ出 ン グ夫 人
のソネ シ トの翻 無 は全 部 で二 十 一 首 あ り,そ の 中 の』 首 につ いて触 れ よ ら
と,思っ て い ま す。
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ここか ら窺 え る こ とは,彼 の ソネ ッ ト制 作 時 期 は,「 愛 底風 波 」 が1921年
に作 られ,そ れ を書 き改 め たr風 波 」 が1923年 に発 表 され た の を除 け ば,
1927年 ～28年 に限 定 され る とい うこ と です 。 レジ ュ メで も 多 少 紹 介 して
あ ります よ うに,留 学 か ら帰 って来 て,北 京 で 「農報 副 刊 ・詩 銭 」 を中 心
に活 躍 す る時期 か ら,上 海 ・南 京 滞 在 時 期 に か け て の作 品 が全 て とい うこ
とに な りま す。 た だ,1921年10月,「 清 華 週 刊Jに 発 表 され た 「志願 」 も
十 四 行 です し,「 失 敗 」 も十 四行 です 。 しか し,前 者 は 『紅 燭 』 にお さめ
られ る時,改 作 され,十 八 行 に な っ てい ま す。 後 者 は 七行,七 行 の二 聯 と
な っ て いて ・脚 韻 の意 識 が あ りませ ん。 そ の他,四 行 四聯 の詩 も ある こ と
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は あ ります が,こ こで は取 り.上げな い こ とに します 。
で は,聞 一 多 の一 番 最 初 に書 かれ た ソネ ッ トのr愛 底風 波 」(左 側)と そ
れ を改 稿 したr風 波 」(右 側)と を比 べ てみ る こ と に した い と思 い ます 。 そ
の前 に 護い添 えてお き ます と,「 愛 底 風 波 」 が書 かれ た の は,192王 年5月
です 。 この年 は ア メ リカ留 学 のた め の諸 準 備 で忙 し くな ります 。 こ の年 に
は,彼 は キ リス ト教 の洗 礼 を受 けて い ます 。 した が って,こ こ で言 う「愛 」
ボ必 ず し も男女 の愛 情 で な い こ とは,詩 の 内容 か ら読 み取 れ る よ うに思 わ
れ ま す。 また,r風 波 」 力監最初 の詩集r紅 燭 』 に入 集 され て い る こ と は,表
の とお りです 、1921年5月 にす で に発 表 され て い た わ けで す が,恐 ら く,
ア メ リカ で改 稿 の作 業 が行 われ た と見 るぺ き で す 。 こ の頃 には,後 の 「死
水 」 の よ うな厳 格 な格律 の下 で,詩 作 を行 な って い ま した か ら,字 数 の等






















8便 放 聲 大 果,如 同小 骸 撞 了。(f)
9"丑 的 根,不 要 泊 了,我 還
.在 這 里 。"(a)
10我 聴 到 一 個 微 柔 的 聲 音 講,(c)























12一 個 好 数 訓 咽!"説 完 了
笑 着 。(f)
13愛 人,這 戯 禁不 得 多 演;(g)
14譲 侮的笑焔把我的晒乾!(g)
とな ります 。 「愛 底 風波 」 が八 行,六 行 と二段 に分 け られ て い るの に対 し
て,r風 波 」は一 つ な ヵ糊 の十 四行 にな っ てい ま す。 また 各 句 の字 数 は,前
者 が十 ～十 四 文 字 が長短 入 り交 じ り・ それ が必 ず しも統 一 的 で な い の に対・
して,後 者 は,九,十,十 一,十 二 文 字 を意 識 的 に並 べ た行 で構 成 され て
います 。改 作 され た 時 期 か ら して,後 の詩 集r死 水 』 所 収 の諸 詩 に近 づ い
てい るこ とは言 うま で もな い こ とで し よ う。 脚 韻 は ど うか と言 え ば,「 風
波 」 の方 が格 段 に正 確 で,明 らか に 千・4・3・3と い うラ イ ン を意識 して
います 。 それ に対 して,「 愛 底 風波 」 は脚 韻 も不 揃 い で,6・2・3・3と い
う変 則 的 な ソネ ッ トに な って い ます 。 さ らに,用 語 の 問 題 で言 之 ば,1.3
の 「他 的 精 誠 化 駿 郁 的 」 ぶ 「池 錐 散満 底 」 に,1.6「 布 作 一 天 」 が 「満 天 」
に,1,7「 泊 的不 得了 」 が除 去 され,1・8「 如 同 小弦 悼 了 嬬 嬬 」 の部 分 を除
去 し,r嬬 嬌 」がr嬬 」 に,1.gr丑 的 根 」,一我 還 」 を除 去 し,1.12r得 了 ゴ
を除 去 し,L13r但 是,我 的 愛,這 種"悪 作劇"念 好 」 を除 去 し,1・14
「到 如 今 侮 的 笑何 曾 」 が 「譲 弥 的笑 焔 」 に改 め られ て い ま す 。 口語 的 な も
の を文 章 語 的 に改 めた り,冗 長 な表 現 を簡 潔 に言 い換 えた もの です。 も う
一 っ の重 要 な要 素 で あ る脚 韻 お よび ∫ootに っ い て は,次 の部 分 で一 緒 に
お話 す る こ と に した い と思 い ます。
そ の前 に,彼 の詩 論 の集 大成 で あ るr詩 的 格 律 」 を見 て みた い と思 い ま
す。 彼 に よれ ば,「 死 水 」 は,
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這 是1一 溝1絶 望 的1死 水,… …(a)一 一i一 一i)一 ×i)一
Zhさshliyig6uiju色wangdiisishui,
清 風1吹 不 起i半 鮎1游 論 。… …(b〉v-1)x-1_一i)_
Qingfεagichuibαqiib直ndi首 αlyiI6n.
不 知1多 拐 些i破 銅[燗 鐵,… …(a)一 一i一 ×i)一i)一
BUzhiidu6r6ngxieip6d6ngiI義nti首,
爽 性1擾 休 的1剰 菜1残 奨 。… …(b))一i一 一 ×i一 一i一 一
.Shu5ngx玉ngiP6nid穀s互 εngcaiicゑngさng,
の よ う に 切 るべ き だ と述 ぺ ます(彼 が示 した の は,最 初 の 聯 の一 行 だ けで
す が)。二 文字 な い しは三 文 字 を 「音 尺 」 の単 位 と して,そ れ を一 行 の 中 に
等 数 挿 入す るわ せ です 。英 詩 で言 う"foot"に 相 当 す る と思 わ れ ます 。 し
た が って,"四 歩 格"の 詩 に な る とい うわ けで す 。漢 字 と い うも のは,必
ず子 音+母 音 の構 成 にな っ て い ます か ら,目一 行 の字 数 が ほ ぼ決 ま って き ま
す 。r死 水 」 は,9文 字 で一 行,各 行 が三 音 尺 で構 成 され て い る と い う こ と
に な ります。 た だ,聞 一 多 の 目指 した もの は,こ れ だ けで だ った ので しよ
うか。 有 名 で あ りな が ら,今 まで こ う した切 り方 に対 して,説 得 力 の あ る
説 明 を見 た こ と が あ りませ ん 、私 の仮 説 は ご うで す 。 中 国 語 は,ご 承 知 の
よ うに,ス ト レス ア クセ ン トで はな く,高 低 ア クセ ン トで す か ら,一 文 字
一 文 字 毎 に高 低 が あ りま す。 そ れ をス トレス ァ.クセ ン トに近 づ け るた め に
は,あ る種 の操 作 が必 要 と な ります。 そ れ が音 尺 の考 え で は な いで し ょ う
か。 何 文 字 か で構 成 され る音 尺 の中 で,強 弱 が表 現 で きれ ば い い と聞一 多
は考 えた よ うです 。 す な わ ち,第 一 声 ・第 二 声 ・第 四声 は,い ず れ も高 く
発 音 す る部 分 を持 っ て い ます 。 それ に対 して,第 三声 だ けは 前 三 者 の最 高
値 に達 す る こ と が あ り ま せ ん。軽 声 も当然 な が ら,最 高 部分 を持 ち ませ
ん。 さ らに,二 字 の熟 語 は,目前 半 を三 分 の二,後 半 を三分 の一 の比 率 で 発
音 す る こ と炉多 いた め,後 半 の部分 は,声 調 の如 何 にか かわ らず ・軽 く聞
こえ ま す。 しか も,第 三 声 が重 な る時 は,前 の部 分 が 第 二 声 に 変 わ り ま
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す。 こ の場 合 は第 二 声 と考 え ますo高 い部 分 を持 つ第 一,・二,四 声 を 「強 」
(それ に近 い もの),第 三 声 な らび に軽 声 を 「弱 」(そ れ に近 い もの1と す る
る,「 這 是 一 溝 絶 望 的 死 水 』 は上 の表 の右側 に あ る よ うに,「 し 一ly-i
-xi)一 」 とな る わ けで す 。.基本 的 に は..強 弱 強 弱 し・?…と い うリズ ム
を自ず か ら持 つ こ とに な る の で は な い で しょ うか、 な紅 「絶 望 的 』 で は,
「的 」 は 「望 」 に着 いて声 調 をか く して い ま す の で
,表 面 的 に は 表 示 し
ま した が,「)一 」 にな ります 。 この部 分 を英 詩 流 に言 え ば,「TrQchaic
Tetrametre(強 弱 四 歩 格)」 とい う'ことに な る わ け で す。脚 韻 は,第 四 聯 と
最終 聯 とが破 調 で ある外 は,ほ ぼ正確 に踏 ん で い る と思 い ます 。 た だ,最
終聯 「界 」・は,聞 一 多 の故郷 稀水 県 で は,[g副 とな り,例 外 は第 四聯 だ け
と い う こ とに な りま す が。 実 は,こ う した 方 法 は,私 の全 くのオ リジ ナ ル
とレ.・うわ け で は あ りま せ ん。 王 力 がr中 國 格律 詩 的傳 統 和現 代 格律 詩 的問
題」(辛 墾 編 『關 於 詩 歌 格 律 問 題 討 論專 輯 』所 収.1978・8神 州 圖 書公 司 香
港)の 中 で,新 しい椿 律 を提 唱 した 時 の 方法 に ヒン トを得 て い ます 。 彼 は,
第 二声 と第 三声 を一 つ の グル ー プ に し,第 一声 と第 四声 と を一 つ の グル ー
プ に して,・新 た な平 灰 を決 め る と い うを ので す が ジ 聞r多 の 目指 した 強弱
の替 わ りに は な りに くい よ うに思 い ます 。何 故 な らば,先 の 「死 水 」 の詩
で,彼 の方 法 を取 りなち ば,「一 一ir-i)目17一 」 と い うふ うに
な って しま い,変 化 ボ な くな っ て しま うか らです 。
さて,そ れ は と も か く ど し て,こ の こ と を聞一 多 の ソネ ッ ト,「 風 波 」
(1),「 弥指 着 太 陽 起 誓 」(2),「 牧 同」(3),「 同來 」(4)で 実 験 してみ る こ.と
に し ます 。
(1)
1我 戯1將 沈 檀1焚 起.來1祀 休,、
XV6・xilji歪ngch色nt直ni髭nqiIゑiiqinl、





.3他 錐1散 満1一 世 界 底1異 香 ド.(bン
丁且su{is5n'm益niyishiJi邑dii.yixiaag,
尋 但 是1像 的 香 吻'1・没 有i抹 壷 的 一(a)
Dムns繍i目nidix道ngw益ni.m6iy6u目lm6jlndi
r風 波 」 は先 に も挙 げ ま した よ う1こ
,abbalcdcd,eef,ghhと
い うふ うに,脚 韻 の点 で は ソネ ッ ト と して の資 格 を持 っ て い る と言 うこ と
が で き ます び,丁 死 水 」 と は違 っ て,r二 文 字,三 文 字 を基 本 と目したfootが
で き な くな り,四 文字 の500tを 作 ら ざる を得 な くな う て い ます 。上 に挙
げ た 中 で も,r一 世 界 底 」 はr一 」・とr世 界 底 」 で も切 れ ません し,「 侭 的
香 吻 」 を 「侮 的 」 と 「香 吻 」 とで分 けれ ば,五 歩 格 と な り,目四歩 格 と の共
存 とい う こ とに な って しま い ます.ま た,第 ニ ス タ ンザ の3行 印 ま 「我 看
不 見 侭 」 はr我 」 と』「看 不 見 弥 ゴ に分 け る とす る と・ 一 文 字 の:蚕oot瀞 出
来 上 が る こ と にな り目ま す。 こ こで一 歩 譲 っ て,そ う した もの は,単 調 さ を
救 う一 っ の方法 と考 え る こ とにす る こ と もで き ま し ょ う。 しか し,英 米 詩
風 な ソネ ジ トか らは 掛 け離 れ た も の に な っ て い くの で は な 吟 で し よ ラか。
次 の 「侮 指 着 太 陽 起 誓 」(2)を 見 て み ま し ょ う。
(2)
1侭 指 着1.太 陽1起 誓,1叫 天 邊 的1寒 雁(a)
Nizhlzheltaiyきngiqls球 ンijiaQt瓶n・bi…indiih直nyan
2説 侭 的1忠 貞。1好 了,.1.我 完 全i相 信 休,(b〉
Shu6nidiizhδngzhεn彦 。iHゑ01道oiw6w直nqu議aix遠 ロg
xinni,
3甚 至1熱 情i開 出1泪 花,1我 也1不 詫 異 。(b》目
Shenzh圭 ….r色qlngik瓢ichUi1邑hu註,lw6y邑ibαch独 。




この ソネ ッ トで は,abba,cccc,dee,dffの よ.うに脚 韻 が踏 ま
れ ま す。8行,六 行 に分 か た れ て い ます 、 た だ,第 ニ ス タ ンザ がcccc
と全 部[uI音 で脚 韻 を踏 ん で い る の は,中 国古 典 詩 の一 種 のr一 韻 到 底 』
とも考 え られ ます が,英 詩 に お い て は,単 調 さ を とた らす もの と して避 け
られ て い る、もの で は な い で し ょ うか。
(3)
1那 一 天1只 要1命 運1肯 放1我 価 走!(a)
Nayミt恥lzhly議 ・i面ngy血nik邑ng蝕 ㎎lw6me且z6u!
2不 要 伯=1錐 然1得 走 過1一 個1黒 洞,(b)
目 B血y直Qp餌s頭r副d邑iz6uguQiyige號id6ng,
3弥1大 胆 的 走!1譲 我 搬 着1像 的 手;(a)
Nlidadandiz6uliR直 血gw6du6zheinidi曲6Ul
4也1不 用 問i那 里 來 的1一 陣1陰 風 。(b)
Yるib丘y6㎎w邑nin芭1il盗idliylzhξniyinfεngσ
(3)は,r拾 起 来,戴 上 。/戴 着 愛 的 圓光,/我 個 再 走,/管 他 是 地 獄,ノ 是
天 堂1」 と い うカ プ レッ トを持 つ 典 型 的 な シ ェィ クス ピァ リァ ン ソネ ッ ト
です 。脚 韻 は,abab,cdcd,efef,ggと 踏 んで い ます 。 こ こで
指 摘 して お きた い こ とは,先 程 も述 べ ま した よ うに,一 文字,す なわ ち一
音 節 の もの も時 に は提 出 され て い る とい うこ とです 。 こ の場 合,後 ろ に来
るス トレス が 強 な らぱ弱,弱 な らば強 とい う具 合 に,必 ず反 対 に な っ て い
る とい う 二 とに注 目 しな けれ ば な らな い で し ょ う。例 え ば,(1)の7で は,
「我看 不 見 侭
,便 放 声 大 笑 」 は,「 我 」,「看 不 見 侮 」 と言 う時,「 我 』 は弱 ・
r看 ・..」 は強 の ア ク セ ン トに な って い ま す し,同 じ く(1)の.1,鎗 の
「但侭 的 心 ・一 」 ではシ 「但 」 が強,「 我 」 が弱 に な って い ます 。 「愛,休 知
道 一 ・」 の 「愛 」 が強 で あれ ぱ,「 休 」 は弱 とい う具 合 に な って い ます 。
(2)で は,L3の 「像 大 超 的 走L..」 の 「侭 」 と 「大 」,!.4の 「也 不 用
問._」 の 「也 」 と 「不 」,L5の 「只記 住 了 我,・ ・」 の 「只 」 と 「記 」,
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L12の 「那 斑 燗 的,一 」 の 「那 」 と 「斑 」 に な り ま す 。
(尋)
1我1急 忙 的1閣 進[門 來,1喘 着 息,(a)
W6ijim直ngdiichuゑngjinlm色n1直i,ichu芭nzhexi,
2打 算1好 了1一 盆 水,1一 壷1渡 茶,(b)
D益suanih直01道oiyip6nshui,iyih且lg丘nc始,
3種 種1優 渥 的1稿 螢,1都 在1那 里:(a)
Zhn6gzh6ngiy6uw6dii9議 ・1ゑ。,id6uz会iin良11=
4我1要 把1一 天 的1疲 乏i交 給 像 。(b〉
W61yムobゑ目iyitiandiipli盗iji夏og6三n1。
(4)は,abab,a!ca〆c,dede,ffと い う脚 韻 を持 つ,シ ェイ ク.ス
ピア リア ン ソネ ッ トで す。 前 の部 分 に も勿 論 あ りま した が,こ こ で は,符
号 につ い て見 て み ます 。 「,」 や 「:」 な どが途 中 に挿 入 され て い る場 合,
聞 一 多 は ど の よ うに処 理 して いる で し ょ うか 、1の 「門来 」・と 「喘 着 息 」
とで は,「 来 」 が軽 声,「 喘 」 が第 三声,つ ま り 「一 」 と 「一 」,「一 盆 水 」 と
「一 壺 」 とで は
,「水 」 が第 三 声,し か も句 中 の語 で す か ら,「 一 」,「一 」 が
第 四 声 です か ら 「)」 とい う具 合 に な りま す 。 とに か く・ そ こに休 止 が入
る わ け です か ら,「 強 強 」 で も 「弱 弱 」 で もい い はず です が,こ の四 首 の
ソネ ッ トを見 る限 りにお い て は,70%が 「弱 強 」に な って い ま す 。前 の部
分 と反 対 の調 子 を使 お うと い う意 識 が 見 られ る よ うに思 わ れ ます 。平 灰 の
意 識 が多 少 残 っ て い るの か も知 れ ませ ん 、
で は最 後 に,ミ セ ス ・ブ ラ ウニ ン グ の ソネ ッ トの翻 訳 を見 てみ た い と思
い ま す。
1侭1定 要i把 我1鱈 榔 的1這 段 愛,
Nildingyaolb首w6izξngnid呈izh色duゑnai,
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2製 成1語 言,E尋目 出1相 當 的1目 字 旬,
Zhic虹6ngiy直y直n》!x白nch亘lxiangdangdiizij血,
3給 端 出 來,i想 在1狂 風 裏1華 着1火 炬,・
G∈iduanchUlai,ixi着ngz直iiku夏ngfδngliiq{ngzhelhu6j6,
4譲 壱1往 我 椚1瞼 上1射 着1光 彩 ～
R直ng垣i禰ngw6me血.iI遙nsha㎎ish色zheigU目pgc蕊i3
5我 把 壱1往 廊1脚 下1一 捧 。1我 不 要 差'
W6bゑ 懐i・wゑngnliji互oxiaiy玉shui三 。iW61b丘yaocha,
6我 的 手 旨 巴 我1這 心 盤1那 様1端 出 去,
W6dish6uib首・w6izh6xlnHnginゑy査ngid慮nch且 ・q",
7離 我1自 己1那 様 遠:[我 不 能i用 言 語
L{w6izij靭nayangyu着n:iw6b血n色qgiy6ngy顧 通
8給 侮1謹 明1我・'這1深 藏 的 愛 。1侮 明 白:
G6i敏zhさngn蛇iw6zhさi'shεnzゑngdi会 も …Mmlngbai=
9我 是1不 動 心 的,[悪 侭1忽 檬[央 求,
W63h11bUd6ngxindi,lpi㎎目 蝦z6nyangiy蕊ngq1U,
王0我1還.把1生 命 的1衣 裳1根 揃 破,
W6ih直ib芭lshεngmlagdil5・isha㎎ihるnslp6,
11.生 伯1這 心[給 弥 一 下,1洩 露 了1隠 憂 …
ShδngPa1zh6xlni.9邑iniyixia,ix161uδ1道oiyiny6u.、 、
12俸1既 白 了1這 種1真 ホ目,1惚 就1譲 我,
Niijミbailiゑolzh邑zh6ngizh…nx三aug,iniji亡irangw6,
13譲 我1用 我 個1那 女 見 個 的1不 開 口
. R諭gw6iy6agw6menin直nU6rmendilb心k芭ik6u
14來 謹 實1我 這 女 見 的 愛,1可 不 可2
L昌izhさngshiiw6zh色n毒6rdiai,1塵 【るbuk∈ ～
原 詩 が 弱 強 調 のIambicm己tre,Petrarchansonnetと し て,abb呂,a
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bba・cdc・c(Icの 脚 韻 を踏 ん でv・ る の を受 け て,こ の 訳 詩 で も・
abba,abba,cdc,cdcと 脚 韻 を踏 ん で い ま す 。 中 国 言吾は 欧 米 諸
言語 と同様・今騨 ρ揖統 を詩ち.》脚韻 の踏遜やす吟言語でナ。その点・
日本 語 は脚 韻 の踏 み に くい言 語 で ある こ とは,ご 承 知 の とお りで す。 一 方
韻 脚 は,原 詩 は五 歩 格 で す が,訳 詩 め方 は,レ ジ ュ メ に示 し ま し た と お
り,五 音 尺 と六 音 尺 の併 用 で す 。原 詩 を翻 訳 し七,尚 旦 づ韻 脚 まで合 わ せ
る と な る と,こ れ は 作詩 以 上 に 困難 な作 業 にな る の で は な いで しょ うか 。
聞 一 多 は創作 熱 炉下 火 に な った 時期 に・ これ に敢 然 と挑 戦 した とい う こ と
が で きまず 。
1928年 の秋,閣 一 多 は南 京 を離 れ て武 漢 に赴 き,武 漢 大 学 の教 授 とな り
ます 。 こ こか ら彼 の 中 国古 典 研 究 が本 格 的 に始 ま っ て い くわ け です 。 青 島
で の一 時瑚 の詩 作 期 を除 き,ハ ウス マ ン の翻 訳 か らラ フ ァエ ル 前 派 の紹 介
を行 い ます。 た だ・ こ う した ソネ ッ トの作 詩 ・.訳詩 の影 響 は ・ 本 人 溺思 づ
て い た以 上 に深 い も の が あ り,今 目 も多 くの中 国 の詩 人 の心 を捕 らえ て い
る と い,うこ とを指 摘 して,本 日の発表 を終 わ らせ て いた だ き ます 。 ご静 聴
あ りが と うご ざ い ま した 。(完 〉
(本稿 は1995年6月17日,共 立女子大学 で開かれた第67回 日本文体論学 会春季 大
会 にて発表 した草 稿に基 づいて書 き改 めた もの です。〉
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